
営農
情報
作物・営農・技術・資材などの

情報をお届けします。

果
樹 ５月の柑橘園管理

白石　一斗
上島営農指導センター
080-1729-1631

果　樹

野
菜

春インゲン今後の管理 宮内　勝幸
上島営農指導センター
090-2584-9498

野　菜

　これからの時期は、ハウス内温度、湿度共に高くなっ
てきます。このため、灰色カビや、品温の上昇による蒸
れ等発生しやすくなりますので、防除や収穫後の管理、
換気等は注意をお願いします。

温度管理
　１５～２５℃で日中３０℃以上にならないように注意
してください。

潅水・追肥
　極端な乾燥は、収量・品質に影響するので、着莢後
は少量多回数の潅水を行いスムーズに太らせます。草
勢を見ながら行い、後半は液肥で行います。
例）穴肥　　　　アサヒエース
　　液肥　　　　トミー液肥ブラック等（５００倍）
　　葉面散布　　メリット青（５００倍）

摘葉
　摘葉は収穫を行いながら
行い、老化葉・病葉・込み
合う葉を摘葉し通風、採光
を良くし、病害虫の発生を抑
制しましょう。一度に沢山摘葉をすると樹勢の低下につ
ながるため注意が必要です。
病害虫防除
ヨトウムシ類、マメハモグリバエ、スリップス等

農薬名 使用倍数 使用時期 使用回数 対象病害
アファーム乳剤 2000倍 収穫前日 2回 マメハモグリバエ

プレオフロアブル 1000倍 収穫前日 ２回 ハスモンヨトウ、
ハモグリバエ

カスケード乳剤 2000倍 収穫前日 2回 マメハモグリバエ
パダンＳＧ水溶剤 1500倍 収穫前日 3回 マメハモグリバエ

灰色カビ病
農薬名 使用倍数 使用時期 使用回数 対象病害
セイビアー
フロアブル20

1000～
1500倍 収穫前日 3回 灰色カビ、

菌核病
アミスタ―20
フロアブル 2000倍 収穫前日 3回 灰色カビ、

菌核病
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水
稲 農作業メモ

吉田　義文
指導販売部
0969-22-1105

水　稲

中干し後からの水管理
　中干し終了後（平年５月末日）から穂ばらみ期前までは、
間断潅水で管理し、水と空気を根に補給し根の活力を上げ登
熟向上に努めてください。
穂ばらみ期から出穂期にかけては稲の体力消耗が激しくなり
ますので、深水管理を行いましょう。

穂肥施用
　６月上旬より幼穂の観察を行い、穂肥の施用時期を見つけ
ましょう。畦から１㍍以上水田に入り標本を採ります。標本
は株の最長葉の茎を一枚のほ場から３株以上取ります。茎は
一枚ずつはいで、幼穂の長さを測ります。長さが１．０～１．
５ミリの頃に穂肥を施用します。

穂肥の目安（出穂前２５日前後 ------- 幼穂長１．０～１．５ミリ）
　稲の葉色を見て適正な量を施用してください。

葉色 4未満 4以上 4.5 未満 4.5 以上
有機苦土047 15ｋｇ 10ｋｇ 施用しない

葉色の判定は、葉色板（カラースケール）を使用してください。
太陽を背にして稲の葉色を見ましょう。

病害虫防除
　特別栽培においては防除回数が限られていますので、健全
な稲作りと畦畔の草刈り等や、ほ場の見回りの徹底による耕
種的防除と組み合わせた適期防除に努めてください。
　防除の際は、使用基準を遵守し飛散等のないよう心がける
とともに、栽培管理台帳への記入もお願いします。

花
卉

中原　英幸
下島営農指導センター
080-1729-1629

花　卉

あわ栽培について
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